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ヒトハリザトウムシ Psathyropus tenuipes  （図 1A-B） 
1. 大田区南六郷 3 丁目～2 丁目 多摩川六郷橋緑地（多摩川河川敷）：雌雄多数，2012.11.20 
(1 段目 5 枚～5 段目の左側 2 枚まで)；雌雄多数，2012.11.30（5 段目の右側 3 枚～8 段目の





2. 葛飾区西新小岩 葛飾あらかわ水辺公園（荒川と中川にはさまれた中州の公園. 荒川河
川敷）：雌雄多数，2012.12.19（11 段目左側 4 枚）. メモ：水にきわめて近い，フナムシや
ヒメハマトビムシが生息するような石の多い場所にて確認（図 1B）． 
3. 葛飾区西四つ木 新四ツ木橋の下（荒川河川敷. 荒川と綾瀬川にはさまれた中州の緑地）
2012.12.19. (11 段目右側 1 枚～12 段目左側 3 枚) . メモ：橋の支柱のそばに転がっていた木
片の窪みに群れていた．周辺は砂利が混じった砂地で，やや乾燥しているものの，橋の影に
なる場所．（図 1A） 
4. 墨田区八広 6 丁目 荒川四ツ木橋緑地（荒川河川敷）2012.12.19（12 段目右側 2 枚） 
5. 篠崎緑地周辺（江戸川区上篠崎周辺，江戸川河川敷）2013.2.3（16 段目左から 1 枚目）
メモ：江戸川に面した緑地の川に近い草地で，捨てられていた木片の裏などにいたのを確認． 
 
フタコブザトウムシ Paraumbogrella pumilio (図 1C-D) 
1. 大田区南六郷 3 丁目 多摩川六郷橋緑地（多摩川河川敷），2012.11.20（8 段目の右側
4 枚～9 段目の左側 2 枚まで）.メモ：ヒトハリザトウムシと同じ砂地に混棲． 
2. 世田谷区鎌田 2 丁目 二子玉川緑地運動場の西端（多摩川河川敷）, 2012.12.28（9 段目
の右側 3 枚～10 段目の左側 2 枚まで）. メモ：ヨシなどの生い茂る草むらに落ちていた木
片の下に，大量のワラジムシとともに生息．（図 1D） 
3. 大田区南六郷 3 丁目, 多摩川六郷橋緑地（多摩川河川敷）, 2013.1.13（10 段目の右側 3
枚）.メモ：砂地に接する草むらで，捨てられていたダンボールの裏側で確認． 
4. 江戸川河川敷 板橋区新河岸 3 丁目 荒川戸田橋緑地（戸田橋緑地の西の端）（荒川河
川敷）, 2013.1.25（13 段目 5 枚～15 段目 1 枚）. メモ：野球練習場に面した場所で，隣に
は広い草地がある．捨てられていたゴミの裏側にて，ワラジムシ，ニホンヒメフナムシ，カ
メムシ類などとともに確認．(図 1A) 





1. ヒトハリザトウムシ Psathyropus tenuipes L. Koch 1878 （カワザトウムシ科フ
シザトウムシ亜科） 








嶼としては，伊豆大島，新島，神津島,八丈島,青ヶ島（Suzuki 1973, Tsurusaki & Shimada 2004），







今回，ヒトハリザトウムシは東京 23 区内の多摩川，荒川，江戸川の 3 河川の河川敷で確
認された．うち多摩川，荒川の確認地は感潮域である．江戸川の確認地のみ感潮域のやや上
流に位置している．ただし，ヒトハリザトウムシは東北地方と北海道では内陸にも出現し，











（Gorlov & Tsurusaki 2000, Tsurusaki & Shimada 2004, Watanabe et al. 2009 など）．生活史の可



















本種は成体越冬で，春に産卵し 5 月頃に幼体が出現，新成体は 9 月頃に現れる（Tsurusaki 







図 1. ヒトハリザトウムシ（A-B）とフタコブザトウムシ（C-D）. 
A: ヒトハリザトウムシの集団（荒川河川敷，新四ツ木橋の下 2012.12.19）．本種は日中，こ
のような密な集団を形成する．この写真では少なくとも 8 個体が確認できる. B: ヒトハリザト
ウムシの雄の成体（荒川河川敷，葛飾あらかわ水辺公園，2012.12.19）．体色は成体になった
直後には明るい黄土色に近い褐色であるが，老齢個体になるとこのように全体に黒化が進む．C: 
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